
Spr ing

特集	 SGU事業のさらなる加速へ	
	 8人の外国人教員招聘で芝浦が変わる

特集	 教育研究環境の整備で	
	 世界レベルの研究拠点の形成へ	
	 豊洲第二校舎建設計画

201 8.5



index 表紙の写真
東京国際フォーラムでの入学式で演奏する
東京フィルハーモニー交響楽団と
バリトンの与那城敬さん

INNOVATION 最前線22

創立100周年記念事業募金14

CONGRATULATIONS  学会受賞レポート24

JIA 日本建築大賞 受賞
建築学部 原田 真宏 教授

16

4月に入職した外国人教員06

大学のグローバル化推進のための数々の取り組み09

お互いが刺激し合う相互交流の仕組み10

新入留学生の言葉11

「スーパーグローバル大学創成支援（SGU）」
全学的な広がりに向けて

08

2017年度 芝浦工業大学学部・ 
大学院学位記授与式

18

2018年度 芝浦工業大学入学式20

26 SITニュース

04 特集1

SGU事業のさらなる加速へ
8人の外国人教員招聘で芝浦が変わる

12 特集2

教育研究環境の整備で
世界レベルの研究拠点の形成へ
豊洲第二校舎建設計画

2017年度定年等退職者31

新入生へのクラブ・サークル勧誘でにぎわう大宮キャンパス

卒業生紹介  しばうら人
中村 元哉さん 

30



5 4

8
人
の
新
任
外
国
人
教
員
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　

日
本
の
大
学
は
、
世
界
で
指
標
と
さ
れ
る
世
界
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
で
後
塵
を
拝
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
グ

ロ
ー
バル
化
の
遅
れ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
グ
ロ
ー
バル
化
は
留

学
生
を
は
じ
め
と
し
た
学
生
の
多
様
化
の
み
な
ら
ず
、
教
員

や
職
員
に
も
必
要
で
す
。
本
学
で
は
、
今
年
度
よ
り
外
国

人
教
員
比
率
の
向
上
を
目
指
し
、
新
た
に
8
人
の
外
国
人

教
員
の
採
用
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
人
学
生
に
日
本
語
で
教

え
る
の
で
は
な
く
、
国
際
社
会
へ
の
対
応
に
向
け
英
語
開
講

科
目
を
増
や
し
、
２
０
２
０
年
に
は
学
部
か
ら
大
学
院
ま
で

す
べ
て
英
語
の
み
で
学
位
取
得
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
の
グ

ロ
ー
バル
化
を
進
め
ま
す
。

　

今
や
、
世
界
で
は
５
０
０
万
人
の
学
生
が
国
境
を
越
え
て

高
等
教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。
当
然
、
教
え
る
立
場
で
あ
る

教
員
の
多
様
化
も
、
グ
ロ
ー
バル
化
に
と
っ
て
必
須
で
す
。
従

来
、
日
本
の
大
学
は
定
年
で
退
官
し
た
先
生
の
補
充
を
行

う
形
で
教
員
採
用
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
方
法
で
は

グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
学
は
、
理
事
会
が

外
国
人
教
員
数
増
加
の
必
要
性
を
重
要
課
題
と
と
ら
え
、

学
部
・
学
科
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
学
長
で
あ
る
私
の
方
針

で
積
極
的
に
外
国
人
教
員
を
採
用
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

教
育
研
究
の
グ
ロ
ー
バル
化
を

目
指
し
て

学
長  

村
上 

雅
人

教
員
グ
ロ
ー
バル
化
の
方
針

　

今
回
、
芝
浦
工
業
大
学
の
グ
ロ
ー
バル
化
方
針
に
理
解
が

あ
り
、
研
究
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
寄
与
し
て
も
ら

う
こ
と
が
期
待
で
き
る
教
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
外
国
人

教
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
年
度
は
ま
ず
国
際
共
同
研
究
に

繋
が
る
研
究
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一に
、
サ
ポ
ー
ト

に
あ
た
る
現
職
教
員
研
究
室
で
の
学
生
指
導
補
助
や
、
研

究
内
容
に
関
連
す
る
講
義
の
開
講
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん
へ

　

学
内
が
多
文
化
に
な
る
こ
と
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
絶

大
な
効
果
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
10
年
前
に
比
べ

て
、
芝
浦
工
業
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
数
は
約
10
倍
、
海
外

留
学
経
験
の
あ
る
日
本
人
学
生
数
は
約
20
倍
と
飛
躍
的
に

グ
ロ
ー
バル
化
が
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

に
は
、
教
員
の
多
国
籍
化
が
必
須
で
あ
り
、
教
え
る
側
の
グ

ロ
ー
バル
な
視
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
理
工
系
分
野
は
世
界

で
統
一さ
れ
た
表
現
が
あ
り
、
教
え
る
内
容
は
同
じ
で
あ
る
も

の
の
、
教
員
の
育
っ
て
き
た
環
境
や
文
化
に
違
い
が
あ
る
た
め
、

一つ
の
こ
と
で
も
多
面
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
最
初
の
と
ま
ど
い
が
過
ぎ
れ
ば
そ

の
環
境
が
当
た
り
前
と
な
り
、
持
ち
前
の
柔
軟
性
を
発
揮

し
自
然
に
英
語
で
の
交
流
が
進
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
、

創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
７
年
に
向
け
て
、
芝
浦
工

業
大
学
の
教
育
研
究
の
進
化
と
グ
ロ
ー
バル
化
に
貢
献
し
て

い
た
だ
け
る
外
国
人
教
員
を
採
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。
環

境
が
変
わ
れ
ば
、
認
識
は
半
年
で
変
わ
り
ま
す
。
学
生
の
み

な
さ
ん
は
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
基
礎
力
を
芝
浦
工
業

大
学
在
学
中
に
育
ん
で
く
だ
さ
い
。

2018 年 4 月、芝浦工業大学に新たに 8 人の教
員が入職しました。かつてない規模での外国人
教員の招聘は、現在進めているグローバル化を
加速させるためであり、芝浦工業大学にとって大
きな転換点となります。これにより大学内に、学
生にどのような効果をもたらすのでしょうか。

8人の外国人教 員招聘で芝浦が変わる特集 1
SGU事業のさらなる加速へ

五十嵐久也理事長（写真右から5人目）、村上雅人学長（写真右から4人目）と8人の新任教員
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4月に入職した外国人教員

SRIPIAN
PEERAYA

PAOLO
MELE

CAMELIA
MIRON

YASMIN
BHATTACHARYA

THOMAS 
SILVERSTON

RAJAGOPALAN
UMAMAHESWARI

BUI NGOC
TAM

DALLAS
KENNY

スリーピァン ピーラヤー
タイ ／ SIT 総合研究所 ／ 助教

パオロ メレ
イタリア ／ SIT 総合研究所 ／ 教授

カメリア ミロン
ルーマニア ／ SIT 総合研究所 ／ 准教授

ヤスミン バタチャリヤ
ニュージーランド ／ SIT 総合研究所 ／ 助教

トーマス シルバーストン
フランス ／ SIT 総合研究所 ／ 准教授

ラジャゴパラン ウママヘスワリ
インド ／ SIT 総合研究所 ／ 教授

ブイ ゴック タム
ベトナム ／ SIT 総合研究所 ／ 助教

ダラス・ケニー
アメリカ ／ シニア教授 ／ 国際部 ／ 特別顧問

大宮

大宮 大宮

豊洲

豊洲

豊洲豊洲

豊洲

25 年以上、国際交流・留学・国際的な学術連携に従事。国際研
究連携においては、公共、民間、アメリカのアイビーリーグの大学
との実績がある

東京大学で画像処理と人間知覚特性に関する博士号を取得。卒業
後、タイに戻りキングモンクット工科大学トンブリ校メディア学部の講
師となる。画像処理を利用したアプリ開発や生活に役立つテクノロ
ジーについて研究

2011-15 年に、ハイブリッドツイニングプログラムにて本学の長谷
川浩志教授（機械制御システム学科）のもとで修士号及び博士号を
取得。博士論文は「複雑な数値最適化問題のための微分進化アル
ゴリズムにおける自己適応制御パラメータの改善」

東京大学で都市工学の博士号を取得後、同大でポスドクを経験。災
害時の復興フレームワークを研究。伊豆半島の人口減少や、ミャンマー・
ヤンゴンの急速な都市化など、地域の異なる開発段階での脆弱性評
価を研究

化学の修士号と博士号をイタリア・ジェノヴァ大学で取得。京都大
学、九州工業大学、広島大学、室蘭工業大学で研究に従事。研究
分野は、超伝導体やセラミック等の薄膜特性評価など、持続可能
な発展のための材料とエネルギー

パリのピエール・マリー・キュリー大学（現：ソルボンヌ大学）で博
士号を取得。東京大学でのポスドクを経て、フランスのロレーヌ大
学で准教授。その後、東京大学客員研究員、国立研究開発法人情
報通信研究機構の研究員を経験

佐賀大学で電気電子工学の修士号、名古屋大学で材料物理エネル
ギー工学の博士号を取得。論文テーマは、液体中のパルス放電によ
る実験的研究。ルーマニアに戻り助教を経て、ドイツのライプニッツ
研究所にて研究科学者として研鑽

北海道大学で博士号を取得。フィンランドでポスドクとして緑茶の光
非線形特性の研究。日本に戻り、神奈川科学技術アカデミーでフォ
トン制御プロジェクトに参加する中で脳科学に興味を持つようにな
り、理化学研究所の脳科学総合研究センターの研究員となる

ハイブリッドアルゴリズムの構造位
相幾何学（トポロジー）。自走ロボッ
トの設計と最適化。機械工学の材
料特性を分析するために使用される
人工知能システム・人工ニューラル
ネットワーク

グローバルな学術パートナー
シップと学習機会の拡大

薄膜およびバルク形態のエネル
ギーおよび持続可能な発展材
料（超伝導体および熱電材料）
の研究

未来のインターネット、情報集
約型のネットワーク、IoT、物事
のインターネット、ソフトウェア
で定義・制御する環境のネット
ワーク構築

液体中のパルス放電で形成さ
れる新材料の研究を継続。パ
ルス放電により処理されるポリ
マー（分子が結合された重合
体）の特性を活かし、今後は
光電子工学分野への応用も研
究していく

|  経歴  | 

|  経歴  | |  経歴  | |  経歴  | |  経歴  | 

|  経歴  | |  経歴  | |  経歴  | 

|  SITでの担当業務（授業）  |

|  SITでの担当業務（授業）  ||  SITでの担当業務（授業）  ||  SITでの担当業務（授業）  |
|  SITでの担当業務（授業）  |

|  SITでの担当業務（授業）  ||  SITでの担当業務（授業）  ||  SITでの担当業務（授業）  |
大倉典子研究室に所属し、人がどの
ような物や性格、行動に対してかわ
いいと思うかを調べる「かわいい研究」
を行っている。さまざまな感情の要因
を分析し、アプリやハードウェアのデ
ザインへの応用に繋げていく

光センシング技術の生体化学
への応用研究を進めながら、
人工皮膚の研究用光コヒーレ
ンストモグラフィの開発に従
事する。今までの経験を活か
し、生体または非生体の材質
評価や、脳活動の研究を行う

都市の進化予測における空間分析、津
波リスクの地域分析、マルチエージェン
トベースによる洪水避難シミュレーショ
ンの研究。多層ニューラルネットワーク
に基づく機械学習を活用し、都市計画
や災害緩和の研究への応用も研究

特集1 SGU事業のさらなる加速へ

学生の英語力を強化し、グローバ
ル人材として活躍できる自信を持た
せたい。インドの大学やフィンラン
ドの大学とのコネクションを活かし、
国際交流や技術交流を促進し、研
究面でも芝浦工業大学を最先端の
教育機関となるよう尽力したい

工学教育の指導・研究・学習を
通して、学術・専門家のために
なる健全な研究を行いたい。ま
た、これまでの経験を共有し、
グローバルな問題に取り組む

これまでの自身の知識と
経験をもとに、学生にア
ドバイスをし、研究者とし
てのさらなる発展を目指
す。人の生活に役立ち、
新しく斬新で面白い研究
を追求していきたい

研究活動、授業運営を
通じて、学生に研究の面
白さを感じてもらえるよう
頑張りたい

芝浦工業大学のグローバル化
方策、海外校との関係強化、
学生の留学機会創出につい
て、学長室、国際部と連携し
ながら進めていく。日米の大
学提携の実績を芝浦工業大学
でも活かしていきたい

熱意と好奇心を持って
研究に協力していきた
い。都市のメカニズム
解明と環境改善に力を
注いで行く

グローバルマインドを持つ学生
に教育を行い、芝浦工業大学
の研究レベルを国際水準まで
高めたい

芝浦工業大学のグローバル化
に全力を注ぎたい
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S
G
U
に
採
択
さ
れ
て
か
ら
4
年
、
こ
こ
ま

で
は
順
調
に
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
０
２
３
年
度
の
目
標
で
あ
る
「
在
学
中

の
海
外
留
学
経
験
率
１
０
０
％
」
を
達
成
す
る

に
は
、
こ
こ
か
ら
が
勝
負
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

語
学
研
修
留
学
、
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
、
セ

メ
ス
タ
ー
留
学
な
ど
、
留
学
の
機
会
を
増
や
す

と
と
も
に
、
留
学
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
学
生

た
ち
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。「
行
っ
て
み
よ
う
」

と
思
う
学
生
に
は
、
す
で
に
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
届

い
て
い
ま
す
。
今
後
、
留
学
に
積
極
的
で
は
な
い
、

む
し
ろ
消
極
的
な
学
生
た
ち
の
マ
イ
ン
ド
に
変
化

を
も
た
ら
す
に
は
、
教
職
員
が一
丸
と
な
っ
て
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
全
教

職
員
を
大
き
く
巻
き
込
ん
で
、
学
内
の
グ
ロ
ー

バル
化
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
よ
り
も
っ
と
多
く
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
準
備
し
、
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
が
課

題
で
す
。
グ
ロ
ー
バル
P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

各
教
員
が
自
ら
内
容
を
考
案
し
開
講
し
て
い
ま

す
が
、
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る
の
はハー
ド
ル
が
高
い

か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
は
他
の
教
員
が
実
施
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
と
し
て
参
加
し
た
り
、

共
同
で
開
催
す
る
こ
と
が
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
活
動
の
中
か
ら
、
自
分
の
専
門

分
野
に
適
し
た
内
容
に
ア
レン
ジ
で
き
る
と
思
う
の

で
す
。
私
自
身
、
情
報
工
学
科
の
先
生
の
プ
ロ
グ

全
学
を
挙
げ
て
グ
ロ
ー
バル
化
を

ラ
ム
に
相
乗
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
縁
で
、
今

で
は
毎
年
交
互
に
内
容
を
考
案
し
て
共
同
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、学
会
で
た
ま
た
ま
知
り
合
っ

た
台
湾
の
先
生
と
新
た
に
共
同
で
P
B
L
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
よ
う
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
ヒ
ン
ト

や
共
同
開
催
の
可
能
性
を
示
す
た
め
に
、
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
内
容
を
教
員
間
で
共
有
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
作
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、
海
外
で
実

施
し
た
P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
国
内
で
も
開
催

し
、
海
外
協
定
校
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
単
位

認
定
す
る
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
を
図
る
予
定

で
す
。
英
語
の
み
で
卒
業
で
き
る
コ
ー
ス
に
つ
い
て

も
、
２
０
２
０
年
度
の
開
講
に
向
け
て
鋭
意
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

S
G
U
の
支
援
に
よ
り
、
本
学
学
生
に
は
海

外
経
験
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
く
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
使
わ
ず
海
外
を
体
験
し
な
い
ま
ま
と
い
う

の
は
や
は
り
も
っ
た
い
な
い
。
飛
び
込
ま
な
い
限
り

絶
対
に
経
験
で
き
な
い
も
の
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

「
友
達
に
誘
わ
れ
た
」
「
こ
の
国
の
景
色
が
見
た

い
」
「
タ
イ
料
理
が
好
き
」
な
ど
、
き
っ
か
け
は

何
で
も
い
い
の
で一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
学
生
時
代
に
勉
強
も
勉
強
以
外

の
こ
と
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
吸
収
し
よ
う
と
い

う
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「スーパーグローバル大学創成支援（SGU）」
全学的な広がりに向けて

大学の
グローバル化推進のための

数々の取り組み

グローバル意識を高め、留学を促進する取り組み

2014 年度に私立理工系大学で唯
一「スーパーグローバル大学創成支
援（SGU）」に採択され、2018 年度
で 4 年が経過。海外派遣経験者数
は採択前から約 8 倍、受入留学生数
は約 10 倍と飛躍的に増加しました。
前ページのとおり 2018 年度は外国
人教員も増加し、教育の質の転換も
図られます。今後さらに全学を挙げ
てのグローバル化を進めるためには
何が必要なのでしょうか。

芝浦工業大学では、
日本人学生と受入留学生が共に学び、
成長できる環境の整備のため、
さまざまな機会・サポートを提供しています。

2013

138 

376 

712 

1,304 

2,259 2,182

8,115 

123 
252  

358 

875 

1,140 

2,700 

361 
501 

842 

1,297

2,820 

2014 2015 2016 2017
（3月末現在）

500

1000

1500

2000

2500

3000

SGU実績・目標値の推移

8000

2023（目標）（年度）

　新入生全員を対象として、毎年入学式前に「グローバルビジョン
ワークショップ」を開催。これは、世界へ目を向けつつ目的意識を
持って大学生活を送ることを目的に教職学共同で実施しているワー
クショップで、日本社会および企業のグローバル化の現状について
の学長からのビデオメッセージを受講後、グループディスカッションに
取り組みます。また、TA の留学経験談や、大学が展開している国
際プログラム、学科ごとの国際交流事例の紹介も行います。

全学生を対象として5 月、7 月、10 月、1 月に TOEIC IP 
を実施。年 4 回まで、内 1 回は無料受験が可能です。また、
受講料無料（教材費のみ負担）で、レベル別少人数クラ
スによるTOEIC 短期集中講座を3キャンパスで年 4 回開
催しています。TOEIC 成績優秀者には表彰を行っています。

毎日40 分×年間 100 回の英会話講座を実施。受講料
は 105，840 円（年間）。大学からの補助により一般的
な英会話学校の１／２〜１／３の費用で受講可能です。授
業の時間割を考慮して曜日ごとに時間割を作成します。学
期途中で時間割変更も可能、同日内なら振替もOKです。
大宮キャンパスおよび豊洲キャンパスで開講しています。

e-ラーニング（インターネットを利用した学習形態）を活用
した英語学習支援ツール。レベル診断テストや毎週更新
されるドリルなどを掲載し、学内ネットワークから事前登録
すれば在学生は無料で使用可能です。

学部 4 年生以上を対象に、キャンパス内で研究室毎に英
会話を学ぶプログラム。日常の英会話ではなく、海外の学
会発表を想定し、プレゼンテーション力やディスカッション力
を養うための実践的な英会話プログラムです。1コマ 90
分×10 回。研究留学や海外インターンシップの準備にも
適したプログラムです。

留学プログラム参加者全員に返還不要の奨学金を給付しています。

給付金額（渡航先、成績に準じます）

※ 1 奨学金の支給は年度内に 1 回が原則となります。ただし、2 回目の留学プログラム申し込み時に TOEIC のスコアが 500 点以上であれば、2 回目まで
奨学金を支給します。※ 2 成績基準については成績評価係数 2.00 ポイントが基準となります。成績評価係数の算出方法や、基準となる算出期についてなど
の詳細は Web サイトをご確認ください。（http://www.shibaura-it.ac.jp/global/overseas_program/scholarship.html）

一部プログラムでは、授業料の一部も大学が代わりに支払います

留学先

パリ、ロンドン、
ニューヨーク、

シンガポールなど
一部の都市

北米、西欧諸国

韓国、東南アジア諸国
（タイ、マレーシア、

ベトナムなど）
東欧諸国（ポーランドなど）

中国
台湾

インドなど

成績評価係数 2.00 以上 10 万円 8 万円 7 万円 6 万円

成績評価係数 2.00 未満 8 万円 6 万円 5 万円 4 万円

海外派遣経験者数

外国人留学生数

TOEIC 550点以上取得者数

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

三
好 

匠 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

グローバルビジョンワークショップ

給付奨学金

TOEIC IP e-ラーニングシステム「スーパー英語」

毎日学べる英会話 研究室英会話

特集1 SGU事業のさらなる加速へ

在学中の
留学経験率

100％

全学生に
占める

留学生割合

29.4％

全学生の

80％以上
（人数）
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お互いが刺激し合う
相互交流の仕組み

　国際交流サークルで、50 名程度が所属。グローバルラーニン
グコモンズでの週２回のランチミーティングに加え、年間を通して、
お花見、BBQ、ハロウィンパーティーなどさまざまなイベントを企画
しています。

Shibaura International
Student’s Association

　Buddyとは、自由科目 ｢SIT Buddy｣ を履修する学生のことで、
「Buddy= 相棒」となって履修登録や奨学金申請の方法などの
他、日常生活のサポートも含め、留学生の分からないことや困った
ことの支援を行います。これらの活動が、卒業に必要な単位の国
際コース英語認定科目としてカウントされます。

　学生プロジェクトの団体の１つで、日本や世界の文化を紹介す
るイベントの企画・実施を通じて日本人と留学生の架け橋となる
よう、また、学内の留学生、在学生がお互いの国の文化や情
報を共有・理解し合い、双方にとって充実した学生生活を送る
ことを目的として活動しています。

International Communication Project

　大学のグローバル化や異文化交流の拠点として、豊洲キャン
パス３階・４階、大宮キャンパス大学会館２階に開設しました。
学生が毎日利用しており、学生同士が自由に学び合い、助け
合いながらコミュニケーション能力の向上を図る場となっています。
また、短期・長期留学の紹介や個別相談、イベント企画の実施、
英語力 UP のサポートなどを行っています。

アメリカ　
インド
インドネシア
エジプト
エチオピア
オランダ
コンゴ民主共和国
サウジアラビア
スウェーデン

セネガル
タイ
ドイツ 
ナイジェリア
ネパール
ブラジル 
フランス
ベトナム
ポーランド

マレーシア
ミャンマー
モザンビーク
モンゴル
ルワンダ
ロシア
台湾
大韓民国
中国

Global Learning Commons

　日本人学生や大学全体のグローバル化を推進するための学生
スタッフ。留学生へ向けたキャンパスツアーの実施、文化体験
やグローバルビジョンワークショップなどのグローバル化に関わる
活動、留学生への日本文化の紹介などが主な業務となります。
異文化交流に興味がある、留学生のサポートがしたい、語学力
を磨きたいなどの目的を持った GSS が日々活躍しています。

Global Student Staff

本に留学を決めたのは、日本の文化や日本語を学びたいと
思ったからです。西洋文化と異なる伝統や由緒あるお寺など

の日本文化が好きです。英語で授業を受けられる日本の大学を探
していた時、スーパーグローバル大学のリストを見つけ SITを知り、
物理学の授業を英語で学べるコースがあったことからSITを選びま
した。私の専攻科目は応用物理学で、SIT では原子物理学を学
ぶ予定です。学生生活で日本人の友達をつくり、伝統的な日本文
化に触れ流暢に日本語で会話ができるようになりたいです。

日

本とブラジルの文化は大変異なり、異文化に触れることはと
ても良い経験になると思っています。食文化も異なる部分が

多くあり、ブラジルでは、主に米、豆、肉などが主食ですが、ブラ
ジルの米は日本米に比べてパサパサしていて、箸で食べるのは難し
いです。交換留学をしたくて調べていたところ、サンドウィッチプログ
ラムを知り、ブラジルの在籍大学が SITと海外協定締結校だったこ
とからこのプログラムに参加しました。私の専攻は、産業工学（IE）
ですが、SIT ではさまざまな分野の科目を学びたいと思っています。

日

校の時、授業でプログラミングを学び、そこから工学に興味を
持ちました。大学進学を考えている際、家族からアメリカやオー

ストラリアなど英語圏の大学を勧められましたが、最新の技術を持った
日本の大学に進学し情報工学の技術を学びたいという思いから日本
への留学を決めました。将来は SIT で学んだことを、母国に貢献でき
ればと思っています。そして、日本の会社で経験を積んだ後、他の国
で会社を経営する事を目標にしています。

高

新入留学生の言葉

United States of
America

Brazil

特集1 SGU事業のさらなる加速へ
Josephina Rae 
Wright さん

サンドウィッチプログラム
短期留学生

今春、27カ国から
学部・大学院・短期留学を
合わせた新入留学生150人を

SITに迎えました

サンドウィッチプログラム
交換留学生

Eduardo De Mello
Freire Peresさん

Malaysia

情報工学科  1 年

Ng Sheong 
Fong さん



建築面積：5707.14㎡
延べ床面積：40,000㎡
高さ：67.5m
階数：地下1階  地上14階
構造：鉄骨造  杭地業
工事着工：2019年11月（予定）
完成時期：2022年度初（予定）

（現段階での計画案であり、今後
の協議、諸官庁との調整により
変更となることがあります）

豊洲キャンパス第二校舎

第二校舎イメージパース・南側からの俯瞰 第二校舎イメージパース・大階段側から

DATA

5 階～ 14 階 .....................研究室・実験室、ファカルティラウンジ、グローバルラウンジ、多目的スペース等

B1階～ 4 階 .....................体育館、フィットネスジム、学食、教室
施設計画

1213

豊
洲
第
二
校
舎
建
設
計
画

教
育
研
究
環
境
の
整
備
で
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
拠
点
の
形
成
へ

特
集
２

　

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
間
の
芝
浦
工
業
大
学
の
発
展
や
時
代
の
変
化
、
さ

ら
に
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
な
ど
に
よ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
の
教
育
研
究
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

芝
浦
工
業
大
学
は
、
創
立
１
０
０
周
年
と
な
る

２
０
２
７
年
に
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
に
入
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
達
成
に
は
、「
世
界
レ

ベ
ル
の
研
究
拠
点
」
の
形
成
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

研
究
を
支
え
る
大
学
院
の
充
実
並
び
に
大
学
院
生
の
増

加
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
既
存
の
建
物
に
は
、

大
学
院
を
充
実
す
る
の
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
第
二
校
舎
を
建
設
し
、
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
・
プ
ラ
ザ
な
ど
の
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
研
究
諸

室
の
再
配
置
を
行
う
こ
と
で
、
研
究
施
設
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
を
活
用
し
、
G
T
I
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
参
加
す
る
国
内
外
の
企
業
、
海
外
大
学
、
研

究
機
関
に
よ
る
多
国
間
共
同
研
究
を
実
現
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
体
育
館
な
ど
、
芝
浦
工
業

大
学
の
学
生
・
教
職
員
の
活
発
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
支

え
る
施
設
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
“
コ
ー
ト
プ
ラ
ザ
”
を
敷
地
の
南
角
に
設
け
、
第
二
校

舎
の
建
物
の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
て
キ
ャ
ン
パ
ス
広
場
へ
と

出
る
こ
と
で
、
学
生
の
動
線
、
活
動
の
中
心
を
担
う
広

場
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に
創
出
し
ま
す
。
第
二
校
舎
は
、

低
層
部
に
教
室
、
食
堂
の
配
置
を
予
定
し
、
中
層
か
ら

高
層
階
に
研
究
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
第
二

校
舎
内
の
研
究
ス
ペ
ー
ス
は
、
薬
品
な
ど
を
使
用
し
な
い

研
究
に
特
化
し
、
既
存
の
研
究
棟
と
の
研
究
の
特
色
の

違
い
を
出
し
ま
す
。

　

体
育
館
は
交
流
棟
側
の
地
下
に
設
置
し
、
交
流
棟
に

あ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス・ジ
ム
が
地
下
に
移
設
さ
れ
る
こ
と
で
、

体
育
館
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ジ
ム
と
を
一
体
的
に
利
用
で
き

ま
す
。

第
二
校
舎
建
設
の

背
景
・
必
要
性

建
設
プ
ラ
ン
・
コ
ン
セ
プ
ト

エン
トラ
ンス
ゾー
ン

コートプラザ

体育館
フィットネス
ジム

食堂
ものづくりエリア

研究棟

交流棟

テクノプラザ

最先端研究

学生が交流する
キャンパス広場

ものづくり教育・研究

基礎・基盤教育

アクティブエリア



本事業累計で
200万円以上の方

本事業累計で
100万円以上の方

＋

＝

寄付者銘板（豊洲キャンパス大講義室前）

15 14

創立 100 周年記念事業募金顕彰 個  人 団  体

銘板へのお名前の記載 10 万円以上 50 万円以上

特別銘板へのお名前の記載 100 万円以上 500 万円以上

ラウンジ・会議室等スペースへの命名権 1 億円以上 5 億円以上

創立100周年記念事業募金
顕 彰

募金概要

　芝浦工業大学は 2027年に創立100 周年を迎えます。これまでの 90 年の礎をもとに、今後さら
にグローバル化を進め、国際社会に貢献する人材を輩出する大学として教育・研究力を発揮してまい
ります。そして100 周年となる2027年には、アジア工科系大学トップ 10になるという目標を掲げ
ており、そのための教育研究環境の整備とグローバル化を推進してまいります。これからも社会の
期待に応える大学であり続けるために、皆さま方の力強いご支援をよろしくお願い申し上げます。

豊洲キャンパス第二校舎建設事業資金

感謝の気持ちを込めて、
寄付者顕彰をご用意しています

グローバル化推進支援資金その他課外活動支援等使途特定寄付

　学校法人芝浦工業大学では、豊洲キャンパスの一段の機能向上と芝浦
工業大学の一層のプレゼンス向上を実現するため、創立 100 周年記念事
業として、前ページのとおり、新たな校舎棟の建設を進めています。教育研
究環境を整備することで、大学としてさらなる発展と世界に通用する研究そし
て人材育成に努めてまいります。

　今回の創立 100 周年記念事業募金にご寄付いただいた方には、本学
寄付者顕彰制度による顕彰に加え、累積募金額に応じて、豊洲キャンパ
ス第二校舎に設置する銘板にお名前を記し、さらに特製記念バッジを贈呈
し、校内に永く留めさせていただきます。

　芝浦工業大学への寄付金は、文部科学省より寄付金控除
の対象となる証明を受けており、所得税と住民税の控除を受け
ることができます。

　本学では、各種寄付の総累計を基準とした寄付
者顕彰制度を設けております。個人で 100 万円以
上、会社・団体で 1,000 万円以上のご寄付を賜っ
た方には、本学の「名誉賛助員名簿」に録し、「称
号記」を贈呈して、永くそのご功績を記念すること
としております。また、個人で 200 万円以上、団
体で 5,000 万円以上の方は、特別名誉賛助員の称
号を授与します。新年交歓会の席上で称号を贈呈
させていただきます。

銀行・郵便局
振込用紙をお送りいたしますので、財務部財務課

（03-6722-2930）までご連絡ください。

インターネット
本学 Web サイトからクレジットカード、インターネット
バンキング、ATM（ペイジー）を利用したお申し込
みも可能です。

下記の
QRコードからも
アクセスできます。

本学Webサイトよりお申込みできます

http://www.shibaura-it.ac.jp/より

豊洲キャンパス第二校舎建設事業資金

寄付金用途：豊洲キャンパス第二校舎建設準備資金 
募集期間：2017 年 4月〜 2028 年 3月 
募集目標額：50 億円

グローバル化推進支援資金

寄付金用途：理工系人材育成・グローバル化推進資金 
募集期間：2017 年 4月〜 2024 年 3月 
募集目標額：5 億円

その他課外活動支援等使途特定寄付

寄付金用途：寄付者指定 
募集期間：2017 年 4月〜随時

　芝浦工業大学が進めているグローバル化。現在学生たち
は、海外の学生との協働で課題を解決する学修「グローバル
PBL」を中心に、産業界とも連携をしながら、グローバル社会
で活躍できる理工系人材に必要な能力習得に努めています。
また海外からの留学生も多く受け入れ、さらなるグローバルな
環境整備を行っています。創立 100 周年に向けてこれらをさ
らに推進するため、奨学金の整備や英会話プログラムなどの
充実を現在図っており、ご支援をお願いする次第です。

　学業のみならず、大学生活において課外活動は大変重要
なものと位置づけており、文武両道を目指して大学としても積
極的な支援を実施しています。体育会・文化会の活動にか
かる強化費や合宿所、練習場の整備費用などに活用するた
め、団体を特定し、個別にご支援いただくことができます。

寄付金に対する税制上の優遇措置について

個人の寄付金は
寄付金控除により

さいたま市在住 Sさんが 100 周年記念募金 20 万円寄付し、
翌年に税額控除制度で確定申告をした場合

所得税の控除  税額控除制度 を選択

（200,000円－2,000円）×40％ ＝79,200円還付

住民税の控除

例えば

（200,000円－2,000円）×（4%＋6％） ＝19,800円

20万円のご寄付に対し、最大約50%の減税効果
合計99,000円の減税になります。　
実質的な自己負担額が約半分（101,000円）

（翌年度住民税の軽減）

最大約 50% の
減税効果があります

芝浦　寄付

ご支援のお願い
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隈　
（「
道
の
駅
ま
し
こ
」の
）写
真
を
一
目
見
て「
か
っ
こ
い
い
な
」と
。

木
が
持
つ
素
材
の
力
を
引
き
出
す
能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、
木
の

フ
レ
ー
ム
の
扱
い
が
そ
の
素
材
の
本
質
に
迫
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
日
本
発
の
表
現
で
あ
り
な
が
ら
現
代
性
も
帯
び
て
い
る
。
木
を

使
う
と
い
う
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
を
、
こ
れ
か
ら
原
田
が
リ
ー
ド
し

て
い
く
だ
ろ
う
と
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

入
所
し
た
こ
ろ
の
原
田
の
印
象
は
「
本
当
に
粘
り
強
い
」。
こ
だ

わ
り
が
す
ご
い
ん
で
す
。
た
だ
、
ち
ゃ
ん
と
信
念
に
基
づ
い
て
い
る
。

こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
コ
ス
ト
は
大
丈
夫
か
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
満
足
さ

せ
ら
れ
る
か
、
そ
う
心
配
し
て
も
原
田
の
場
合
は
一
貫
性
が
あ
る
か

ら
説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

原
田　

隈
さ
ん
に
は
（
建
築
家
と
し
て
の
）
初
期
設
定
を
さ
れ
た
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
最
初
の
事
務
所
で
し
た
か
ら
ね
。
隈
さ

ん
の
か
ば
ん
持
ち
と
し
て
、
よ
く
地
方
行
脚
を
し
ま
し
た
。
地
元
の

人
か
ら
聞
か
さ
れ
る
地
域
自
慢
の
中
に
、
建
築
の
形
式
を
考
え
る
上

で
の
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
で
「
問
い
」
を
立
て
、
ど

ん
な
形
式
が
価
値
を
持
っ
て
い
る
か
、
見
つ
け
る
こ
と
。
そ
れ
は
隈

事
務
所
の
こ
ろ
に
だ
い
ぶ
仕
込
ま
れ
ま
し
た
。

隈　

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
く
と
、
予
想
外
の
こ
と
が
起
き

る
わ
け
で
す
。
原
田
は
、
ど
ん
な
状
況
で
も
タ
フ
に
対
応
し
、
へ
こ

た
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
度
は
原
田
の
も
と
で
、
そ
ん
な
力
を
持
っ

た
学
生
が
ど
ん
ど
ん
育
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
建
築
家
の
役
割
の
一

つ
は
、
時
代
の
行
く
末
を
見
据
え
、
そ
れ
を
若
い
世
代
に
伝
達
す
る

こ
と
。
実
践
と
教
育
の
境
目
は
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
建

築
教
育
の
状
況
で
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
打
ち
破
る

こ
と
を
僕
自
身
は
や
り
た
い
し
、
原
田
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

原
田　

僕
が
七
転
八
倒
し
て
い
る
姿
を
学
生
た
ち
は
間
近
で
見
て
い

ま
す
（
笑
）。
建
築
に
向
き
合
う
プ
ロ
セ
ス
を
見
せ
る
こ
と
以
上
の

教
育
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
芝
浦
工
業
大
学

は
恵
ま
れ
た
学
校
で
す
。
実
践
を
重
ん
じ
る
伝
統
と
カ
ル
チ
ャ
ー
が

根
付
い
て
い
ま
す
。

隈　

建
築
は
社
会
に
開
か
れ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
原

田
の
よ
う
に
、
人
の
心
に
訴
え
か
け
る
野
性
味
を
持
っ
た
建
築
家
は

希
少
な
ん
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
い

う
意
味
で
も
建
築
界
に
と
っ
て
大
朗
報
で
す
。

原
田　

社
会
に
対
し
て
、
新
た
な
尺
度
や
フ
レ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
建
築
家
の
特
権
。
既
成
の
価
値
基
準
に
飲
み
込
ま

れ
て
し
ま
っ
て
は
建
築
が
芸
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
隈
さ
ん
か

ら
は
、
実
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
一
番
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
の
「JIA

（
日
本
建
築
家
協
会
）
日
本
建
築
大
賞
」
に
、
芝
浦
工
業
大
学
建
築
学
部
の
原
田
真
宏
教
授
（M

O
U

N
T

 FU
JI 

A
RC

H
ITEC

TS
 STU

D
IO

）
が
設
計
し
た
「
道
の
駅
ま
し
こ
」（
栃
木
県
益
子
町
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
施
設
を
使
い
、
運
営
を
行
う
地
域
住

民
の
意
見
や
要
望
を
設
計
に
反
映
さ
せ
、
地
元
産
の
杉
集
成
材
の
梁
を
露
出
さ
せ
た
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
し
、
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

J
I
A
日
本
建
築
大
賞 

受
賞

建
築
学
部 

原
田 

真
宏 

教
授

※
対
談
の
全
文
は
、
芝
浦
工
業
大
学
W
e
b
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「道の駅ましこ」外観（撮影：藤塚光政）

対談を行う原田真宏教授（写真左）と隈研吾氏（写真右）

（撮影：吉田誠／日経アーキテクチュア）

（撮影：北田英治）

JIA 日本建築大賞とは

　日本建築家協会（JIA）が、総合的に高い水
準を有する作品を広く公募し、建築に関して高
度な見識を持つ建築家を中心とした公正なる審
査委員会により、特に建築文化の向上に寄与
し、芸術・技術の両面において総合的な価値を
発揮した建築について「日本建築家協会優秀
建築選 2017」を選定します。そして「JIA 日
本建築大賞」は、その中から我が国の現代建築
を代表するその年の最も優れた作品として選ば
れ、選出されるものです。
この賞は 2005 年度から開始され、過去の受賞
者は、坂茂氏、妹島和世氏など、いずれも日本
そして世界で活躍する建築家です。

数々のアトリエ事務所を渡り
歩き、独立後も自らの建築を
追究している原田教授。建築
家としての出発点は、大学院
修了後に在籍した隈研吾建築
都市設計事務所でした。今回、
受賞を機に隈研吾氏との師弟
対談が実現しました。
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2017 年の全日本大会では、
第 2 位（94 チーム中）という
総合成績を獲得しました。この
写真は私がドライバーを担当し
て部門 1 位を獲得したスキッド
パッドのものです。

毎年夏に佐渡島へ 2 週間泊ま
り込み、古民家や神社の改修、
家具の製作を行いました。施主
の要望に基づく設計・施工を、
すべて学生が行う大規模プロ
ジェクトでした。

豊洲キャンパスで行われた学園祭
で、アフリカンダンスのパフォーマ
ンスを行いました。文化交流とし
て、心に残る思い出になりました。

バンクーバーで行われた国際会
議の合間には、後輩たちと自然
の中で気分転換しました。

私は学部生の 4 年間学生フォーミュラ活動に取り組みまし
た。活動を通じて、自動車に関する専門性を高めること、
そして集団で開発を行う際のチームマネジメントの難点や
勘所を実体験ベースで学ぶことができ、非常に貴重だった
と考えています。来年度からは自動車メーカーに勤務する
ことになりますが、今後も自動車という機械をテーマに自
らの能力を開発していきたいです。

佐渡木匠塾や専門工事会社における建設技
能労働者に対する研究を通し、継承されるべ
き日本の大工や建設職人の技術力の偉大さ
を深く理解することができました。その反面、
建設業の抱える深刻な問題にも多く直面しま
した。自分の携わっている研究が、将来の建
設業に少しでも影響を及ぼすことができれば
と思っています。大学院に進学し、学生でし
か成し得ない経験をさらに積極的に重ねてい
きたいです。

My experience at Shibaura Institute of 
Technology has helped me grow not only 
intellectually but also personally. In the 
globalization spirit, SIT has offered me 
opportunities to experience international 
programs that contributed to deepening of 
my critical thinking and problem-solving skills. 
Furthermore, the guidance and support from 
the staff as well, my supervisor and lab-mates, 
have made my student life at SIT much 
more enjoyable and memorable. At Shibaura 
Institute of Technology, I learned and grew to 
become a valuable member of the society.

博士課程では、生体信号を使って VR システ
ムの「わくわく感」等の感性評価をする研究
を行いました。研究成果を国内外で発表する
機会も多く、大変ですが楽しい学生生活を送
れました。9 年前の学部入学時には自分が博
士になるとは夢にも思っていませんでしたが、
研究の道を選んで良かったと感じています。
これからは研究者として生計を立てられるよ
うに努力していきたいと思います。

　

3
月
20
日
、
学
位
記
授
与
式
が
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
挙
行
さ
れ
、
学
部
・
大
学
院
を
合

わ
せ
て
２,
２
１
１
人
が
新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し

た
。
会
場
に
は
卒
業
生
の
家
族
や
大
学
関
係
者
も

多
く
参
加
し
、
卒
業
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
各
学
部
、
専
攻
の
総
代
が
壇
上
に

上
が
り
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、「
創
立
者
有
元
史

郎
記
念
賞
」「
学
長
賞
（
グ
ロ
ー
バル
）」「
大
学
院

理
工
学
研
究
科
専
攻
賞
」
な
ど
、
在
学
中
に
顕
著

な
活
躍
を
し
た
学
生
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
上
雅
人
学
長
に
よ
る
学
長
告
辞
で
は
、「
自

分
を
磨
く
こ
と
こ
そ
予
測
不
可
能
な
将
来
に
立
ち

向
か
う
手
段
で
あ
り
、
基
本
を
大
切
に
し
、
常
に

学
び
の
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
」
の
重
要
性
が

日
本
語
と
英
語
で
説
か
れ
ま
し
た
。
最
後
は
「
さ

ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
学
位
を
取
得
し
た

こ
と
に
自
信
を
持
ち
、
正
々
堂
々
と
社
会
に
飛
び

立
って
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら

れ
、
そ
の
後
音
楽
部
と
共
に
卒
業
生
・
来
場
者
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
学
位
記
授
与
式
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
恩
師
や
共
に
大
学
時
代
を
過

ご
し
た
友
人
た
ち
と
記
念
撮
影
す
る
姿
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
に
進
む
卒
業
生
た
ち
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

Formula Racing での
活動を振り返って

建設業を理解し、
技能労働者の未来を
明るく変える

SIT で学び成長し、得た経験

大学での９年の経験を活かし、
研究者として生きていく

２
０
１
７
年
度

芝
浦
工
業
大
学
学
部
・
大
学
院
学
位
記
授
与
式

3 月卒業者数・修了者数芝浦工業大学附属中学高等学校芝浦工業大学柏中学高等学校

工学部 1,147人
システム理工学部 457人
デザイン工学部 145人
大学院理工学研究科修士課程 445人
大学院理工学研究科博士（後期）課程 7人
専門職大学院工学マネジメント研究科 13人
修了者数・卒業者総数 2,214人

中学校 157人
高等学校 182人

中学校 179人
高等学校 284人

山口 渓さん  機械機能工学専攻修了

古田 真梨さん  建築工学科卒業

Marieme Josephine Lette さん
機械工学専攻修了

伊藤 弘大さん  機能制御システム専攻修了

留学中、海外の学会で発表し
ました。研究・副専攻コース・
インターンシップ・学生プロジェ
クトなどさまざまな経験ができた、
充実した 2 年間でした。

エネルギー環境問題に自分がどう関わっていくかを明確
にしたく、トビタテ！留学 JAPAN を利用し、ドイツで研
究留学をしました。自分が留学して良かったと感じ、帰国
後に留学のサポートを行う学生プロジェクト「Shibaura 
Oversea Supporters」を立ち上げました。今後は、“ エ
ネルギーから人との繋がりを感じられる社会 ” を目指し、
エネルギー産業に関わっていきます。

ドイツへの研究留学、
学生プロジェクト立ち上げなど
充実した２年間

古谷 幸一さん  材料工学専攻修了

卒業生の言葉
卒業を迎え、これまでの学生生活に一区切りをつけると
ともに、進学・就職と、新たな生活をスタートさせる芝
浦工大生たち。これまでキャンパスで過ごした時間を振
り返り、一緒に過ごした仲間たちや勉学、課外活動の
思い出と、今後の抱負について語ってもらいました。

（2018 年 3 月末時点）



２
０
１
８
年
度

芝
浦
工
業
大
学
入
学
式
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4
月
2
日
、
２
０
１
８
年
度
芝
浦
工
業
大

学
入
学
式
が
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
学
部
、
大
学
院
を
合
わ
せ
て 

２,
５
５
９
人
の
新
入
生
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

村
上 

雅
人
学
長
は
告
辞
で
、
東
日
本
大
震
災

の
際
に
周
り
の
心
を
温
め
た
２
つ
の
逸
話
を
紹
介

し
、「
人
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る
力
が

あ
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
に
、プ
ラ
ス
の
面
を
探
す
。

た
と
え
そ
れ
が
小
さ
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
皆
さ
ん

の
生
活
は
劇
的
に
変
化
す
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て

そ
れ
が
正
の
循
環
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
は
、
苦
難
の
時
に
も
光
明
を
見
い
だ
す
学
生
生

活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
五
十
嵐 

久
也
理
事
長
よ
り
式
辞
が

送
ら
れ
た
後
、
村
上
学
長
に
よ
る
芝
浦
工
業
大

学
の「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バル
大
学
等
事
業 

ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バル
大
学
創
成
支
援
（
タ
イ
プ
B
グ
ロ
ー

バル
化
牽
引
型
）」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明

に
、
新
入
生
と
そ
の
家
族
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
第
２
部
の
“
芝
浦
工
業
大
学
校
友

会Presents

東
京
フ
ィ
ルハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
に

よ
る
新
入
生
歓
迎
コン
サ
ー
ト
”
で
は
、
東
京
フ
ィ

ルハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
に
加
え
、
今
年
は
新
国
立

劇
場
合
唱
団
も
共
演
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は

会
場
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
新
入
生
の
希
望

に
満
ち
た
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　４月 5 日・6 日、大宮キャンパスにて、新入生ガイダンスの開催に
合わせてクラブ・サークルへの勧誘活動が行われました。チラシを受け
取ってもらおうと正門前や 2 号館前には在学生の長蛇の列ができ、ユ
ニフォームを着てアピールする団体も目立ちました。終日、勧誘をする部
員の掛け声が途絶えず活気ある2 日間となりました。

　4 月 13 日には、豊洲キャンパスにて
建築学部の新入生を対象とした勧誘活
動も行われました。

　3 月30日、国際学生寮で入寮式
および新入留学生の歓迎会を開催しま
した。国際学生寮ではこの春、新たに
外国人留学生 10 人を含む 33 人の
寮生が加わりました。式では、三好 匠
国際交流センター長、小西 利史学生
センター副センター長のあいさつに続き、
寮生と同居しながら学業・生活のサポー

トをする大学院生のレジデントアドバイ
ザーの紹介が行われ、学生たちは懇親
会で交流を深めました。

クラブ・サークル勧誘活動入寮式

国際学生寮 

指揮：角田鋼亮
芝浦工業大学校歌（バリトン独唱：与那城敬）
ワーグナー：歌劇「タンホイザー」序曲
モーツァルト：交響曲第 40 番より第1楽章
モーツァルト：交響曲第 41番「ジュピター」より第 4 楽章
ヴェルディ：歌劇「アイーダ」より凱旋行進曲
芝浦工業大学校歌（参加者全員）

東大宮学生寮
　4 月 10 日、東大宮学生寮で入寮式が開催され、約
５０人に及ぶ寮生が参加しました。式では、システム理
工学部長の挨拶や、寮生と同居しながら学業と生活のサ
ポートを行うレジデントアドバイザーや寮の管理人の紹介
などが行われまし
た。ガイダンスが
行われた後、懇
親会で新寮生と
在寮生が交流を
深めました。

入学者数芝浦工業大学附属中学高等学校芝浦工業大学柏中学高等学校

学部

工学部 1,064人

システム理工学部 577人

デザイン工学部 169人

建築学部 247人

大学院理工学研究科

修士課程 487人

博士（後期）課程 15人

入学者総数 2,559人

中学校 168人

高等学校 204人

中学校 194人

高等学校 301人
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宇
宙
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
研
究
室
で

は
、
人
間
が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
困

難
な
環
境
で
活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し

て
、
機
体
を
90
度
傾
け
た
垂
直
飛
行
な

ど
、
任
意
の
姿
勢
で
ホ
バ
リ
ン
グ
や
飛

行
が
で
き
、
従
来
機
に
は
で
き
な
い
姿

勢
で
飛
行
で
き
る
ド
ロ
ー
ン
開
発
が
あ

り
ま
す
。

　
安
孫
子
准
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
ド
ロ
ー
ン
の
推
進
器
で
あ
る
4
つ

の
ロ
ー
タ
ー
の
根
元
に
、
ロ
ー
タ
ー
の

取
付
け
方
向
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
モ
ー
タ
ー
を
増
設
。
そ
れ
ら
を
独

立
動
作
さ
せ
る
こ
と
で
総
推
力
の
向
き

を
制
御
し
、
ド
ロ
ー
ン
本
体
を
傾
け
な

い
水
平
飛
行
や
、
垂
直
な
ど
傾
い
た
姿

勢
を
保
っ
た
ま
ま
の
ホ
バ
リ
ン
グ
な
ど

の
飛
行
を
実
現
。
そ
れ
に
よ
り
、
別
途

画
面
ブ
レ
防
止
機
構
を
搭
載
せ
ず
に
安

定
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
撮
影
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
横
回
転
制

御
能
力
が
従
来
機
の
3
倍
以
上
あ
る
た

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
科
学
研
究
室
で

は
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
分
離
・
回
収
技
術
を

研
究
し
て
い
ま
す
。

　
レ
ア
メ
タ
ル
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
電
化
製
品
に
必
須
の
希
少

金
属
で
あ
り
、「
産
業
の
ビ
タ
ミ
ン
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
で
す
。
レ
ア
メ
タ

ル（
希
少
な
金
属
）と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

採
掘
で
き
る
量
が
少
な
く
、
日
本
は
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し

て
い
ま
す
。

　
現
行
の
分
離
法
は
溶
媒
抽
出
法
が
主

流
で
、
製
品
に
含
ま
れ
る
希
少
金
属
を

酸
で
溶
解
し
、
抽
出
剤
を
用
い
て
特
定
の

金
属
イ
オ
ン
を
抽
出
し
ま
す
。
抽
出
剤

に
抽
出
さ
れ
た
金
属
イ
オ
ン
は
逆
抽
出

剤
等
で
水
相
に
戻
さ
な
い
と
製
品
と
し

て
賦
活
で
き
な
い
た
め
、
大
量
の
廃
液
が

発
生
し
、
そ
の
工
程
も
長
大
化
し
ま
す
。

　

当
研
究
室
の
提
案
す
る
新
た
な
分
離

法
で
は
、
イ
オ
ン
液
体
に
着
目
し
て
い
ま

す
。
イ
オ
ン
液
体
と
は
、
陽
イ
オ
ン
と

陰
イ
オ
ン
の
組
み
合
わ
せ
で
作
ら
れ
る
、

　

地
盤
工
学
研
究
室
で
は
、
構
造
物
を

支
え
て
い
た
杭
（
既
存
杭
）
の
引
抜
き

撤
去
に
関
す
る
研
究
と
、
軟
弱
地
盤
の

改
良
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
い
か
に
し
て
地
盤
を
固
く
す
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
日
本
全
国
で
研
究

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
研
究
室
で
は
「
地

盤
改
良
の
見
え
る
化
（
可
視
化
）」
に
着

目
し
て
い
ま
す
。

　

地
盤
を
固
め
る
代
表
的
な
方
法
は
、

セ
メ
ン
ト
な
ど
を
混
ぜ
て
固
く
す
る
の

で
す
が
、
事
後
に
な
っ
て
地
盤
の
固
さ
を

評
価
で
き
る
デ
ー
タ
を
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
地
盤
改
良
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
向
け
て
、
短
期
的
に

は
新
た
に
施
工
さ
れ
る
土
地
の
内
部
に

セ
ン
サ
ー
を
埋
め
込
み
定
期
的
に
デ
ー

タ
解
析
す
る
こ
と
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

長
期
的
に
は
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基

に
防
災
・
減
災
に
活
用
す
る
こ
と
が
目

標
で
す
。
建
物
が
な
い
山
の
地
盤
に
対

し
て
も
セ
ン
サ
ー
を
設
置
で
き
れ
ば
、
地

震
な
ど
に
よ
る
崩
落
の
危
険
性
予
測
も

め
、
突
風
を
受
け
た
際
も
素
早
い
復
帰

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
環
境
認
識
シ
ス
テ
ム
と
の
統

合
を
進
め
る
こ
と
で
実
環
境
で
の
運
用

を
可
能
と
し
、
老
朽
化
し
た
ト
ン
ネ
ル

壁
面
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
点
検
、
災
害
時

の
倒
壊
ビ
ル
の
内
部
調
査
、
ロ
ボ
ッ
ト

ハ
ン
ド
を
付
加
す
る
こ
と
で
の
工
場
内

組
み
立
て
作
業
従
事
と
い
っ
た
、
社
会

で
の
実
用
化
を
目
指
し
ま
す
。

常
温
で
液
体
の
塩
の
こ
と
で
す
。
イ
オ

ン
液
体
は
金
属
イ
オ
ン
を
抽
出
す
る
性

能
が
あ
り
、
導
電
性
が
高
く
、
電
気
を

流
す
こ
と
で
金
属
イ
オ
ン
を
析
出
（
メ

タ
ル
化
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

方
法
で
は
逆
抽
出
剤
等
が
不
要
と
な
り

大
幅
に
廃
液
量
を
低
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
将
来
的
に
イ
オ
ン
液
体
を
用

い
た
新
た
な
分
離
回
収
技
術
を
確
立
さ

せ
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
盤
工
学
は
建
設
業
界
の
み
な
ら
ず
、

不
動
産
業
界
な
ど
と
幅
広
く
密
接
な
関

係
が
あ
り
、
更
な
る
連
携
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
理
系
学
生
以
外
の
方

に
も
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
関
わ
る

地
盤
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
啓
蒙
活
動
を
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

姿
勢
制
御
能
力
を
向
上
さ
せ
、

立
ち
入
り
困
難
な
環
境
で
働
け
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発

イ
オ
ン
液
体
に
よ
る
レ
ア
メ
タ
ル
の

高
純
度・高
効
率
な
分
離・

回
収
技
術
に
向
け
て

目
に
見
え
な
い
地
盤
改
良
の

見
え
る
化
に
向
け
た
取
り
組
み

ド
ロ
ー
ン
の
新
し
い
制
御
シ
ス
テ
ム
を
提
案

レ
ア
メ
タ
ル
の
安
全
供
給
に
向
け
た
新
た
な
抽
出
方
法

地
盤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
か
ら
防
災・減
災
へ

工学部 材料工学科
新井 剛教授

工学部 土木工学科
稲積 真哉准教授

　
生
体
通
信
工
学
研
究
室
で
は
、
脳
活

動
を
計
測
し
た
信
号
を
信
号
・
情
報
処

理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
械
を
操
作
す

る
「
ブ
レ
イ
ン‐コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
B
C
I
）」
技
術
を
応

用
し
、〝
見
て
集
中
す
る
〟
だ
け
で
家
電

が
操
作
で
き
る
I
o
T
家
電
操
作
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
頭
に
装
着
す
る

A
R（
拡
張
現
実
）
グ
ラ
ス
に

搭
載
さ
れ
た
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て

対
象
の
家
電
を
認
識
し
、
共
に

装
着
す
る
脳
波
計
か
ら
得
ら
れ

た
β
／
α
比
（
β
波
と
α
波
の

比
）
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
一
定
値
を
超
え
る
と
ス
イ
ッ

チ
が
オ
ン
／
オ
フ
す
る
も
の
。

手
を
使
わ
な
く
て
も
、「
見
る
」

動
作
だ
け
で
直
感
的
に
家
電
を

操
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

今
後
、
人
工
知
能
や
3
次
元
情

報
を
扱
え
る
M
R
（
複
合
現
実
）

グ
ラ
ス
の
使
用
に
よ
っ
て
精
度

を
高
め
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
る
な
ど

の
複
雑
な
動
作
の
実
現
も
目
指
し
ま
す
。

B
C
I
と
I
o
T
の
技
術
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
肢
体
不
自
由
を
持
つ
人

が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
生
活
す
る
社
会
の

実
現
に
向
け
要
素
技
術
の
創
出
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

手
を
使
わ
な
く
て
も

「
見
て
集
中
す
る
」だ
け
で
家
電
を

操
作
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発

A
R（
拡
張
現
実
）グ
ラ
ス
、簡
易
B
C
I
技
術
、Io
T
を
組
み
合
わ
せ
て
実
現

工学部 電気工学科
安孫子 聡子准教授

地盤改良のデータベース構築イメージ

装着した AR グラスと脳波計により家電を認識、制御

機体を 90 度傾けることも可能に

コンセプト図

イオン液体を使用した金属イオン抽出イメージ

イオン液体 電析物の電子顕微鏡写真



　肢体不自由者は、電動車椅子による生活を余儀なくされ、介助なしでの生活は困難です。そこで、福祉
用ロボットアームを車椅子に設置し、自ら操作することで自立した生活を送るために、アームを操作するた
めの扱いやすい操作デバイスが必要となります。そこで本研究では、操作者が直感的に操作できるデバイ
スを開発しました。
　今後は、小型化と分かりやすい操作性を両立させ、肢体不自由者の方に対応したデバイスとして、製品
化までを目指していきたいです。

　スマートフォンの SNS アプリでは、定期的に端末をスリープ状態から復帰させてサーバに接続しており、
複数使用すると、バッテリー消費が増えてしまう問題があります。本研究では Androidを対象に、端末の
OS の実装を工夫して、この問題を解決することを目的にしました。
　OS 側で接続時刻を調整し、スリープ状態から復帰した際に、複数のアプリが同時に各サーバに接続す
るようにする手法を新たに提案しました。Android 端末に実装し、実際にこれらのアプリを待ち受け状態
で動作させ、測定して消費電力の低減効果を確認しました。
　今後は、Android OS の新バージョンに本方式が適用されるための活動をしていくことが課題です。

小型力覚センサを応用した
ロボットアーム操作デバイスの開発

通信処理を考慮したバックグラウンドタスクの
スケジュール再構成によるAndroid端末の省電力化
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CONGRATULATIONS

日本原子力学会関東甲越支部
第11回学生研究発表会　奨励賞

第5回ウェルフェアデザインコンテスト
入選

電子情報通信学会東京支部
学生会研究発表会　学生奨励賞

第 7 回サイエンス・インカレ
サイエンス・インカレ・コンソーシアム奨励賞・
DERUKUI 賞

日本機械学会
創立120周年記念功労表彰

第18回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会
優秀講演賞

電子情報通信学会モバイルネットワークとアプリケーション研究会
優秀発表賞

日本金属学会
第28回若手講演論文賞

電子情報通信学会モバイルネットワークと
アプリケーション研究会  若手奨励賞

第16回 IBB BioFuture Research 
Encouragement Prize 研究発表会
最優秀賞

電子情報通信学会 技術と社会・倫理研究会
学術奨励賞

情報処理学会第80回全国大会
学生奨励賞

情報処理学会第80回全国大会
学生奨励賞

堀内	勇輔さん
材料工学科 4年

齋藤	精一郎さん
デザイン工学科 3年

松井	連さん
電子情報システム学科 4年

澤崎	航輔さん
電子情報システム学科 3年

渡邊	拓哉さん
電気電子情報工学専攻 2年

米倉	裕加さん
デザイン工学科 3年

武井	美緒奈さん
材料工学専攻 1年

安江	駿亮さん
電気電子情報工学専攻 2年

小野	直樹教授
機械機能工学科

佐藤	広崇さん
材料工学専攻 1年

池田	彩恵さん
電子情報システム学科 4年

鴻巣	直幸さん
システム理工学専攻 2年

廣瀬	郁也さん
電気電子情報工学専攻 2年

指導教員：新井 剛 教授（材料工学科）

指導教員：吉武 良治 教授（デザイン工学科）

指導教員：新津 善弘 教授（電子情報システム学科）

指導教員：井戸川 知之 教授（数理科学科）

指導教員：下条 雅幸 教授（材料工学科）

指導教員：宮田 純子 助教（情報通信工学科）

指導教員：松浦 佐江子 教授（電子情報システム学科）

指導教員：平川 豊 教授（情報工学科） 指導教員：伊藤 和寿 教授（機械制御システム学科）

指導教員：伊東 敏夫 教授（機械制御システム学科）

電子情報通信学会東京支部
学生会研究発表会　学生奨励賞

第5回ウェルフェアデザインコンテスト
部門賞（インフラストラクチャー部門）

表面技術協会 第137回講演大会
学術奨励講演賞を受賞

情報処理学会第80回全国大会
学生奨励賞

日本機械学会
創立120周年記念功労表彰

日本原子力学会関東甲越支部
第11回学生研究発表会　奨励賞

日本建築学会大会（中国）
環境工学委員会 若手優秀発表賞

日本ビタミン学会第69回大会
学生優秀発表賞

第18回 計測自動制御学会
システムインテグレーション部門講演会
優秀講演賞

平成29年春季フルードパワーシステム講演会
最優秀講演賞

自動車技術会
大学院研究奨励賞

松日楽	信人教授
機械機能工学科

青山	友花子さん
材料工学科 4年

藤田	鋭志さん
建設工学専攻 1年

鈴木	覚士さん
機械工学専攻１年

川西	将輝さん
電気電子情報工学専攻 2年

西坂	柾紀さん
電気電子情報工学専攻 1年

伊東	優貴さん
システム理工学専攻 1年

小池	拓実さん
材料工学科 4年

柳川	拓也さん
電気電子情報工学専攻 2年

古田	優悟さん
機械工学専攻 2年

上村	智子さん
電気電子情報工学専攻 1年

指導教員：森野 博章 准教授（情報通信工学科）

指導教員：吉武 良治 教授（デザイン工学科）

指導教員：湯本 敦央 教授（材料工学科）

指導教員：杉本 徹 教授（情報工学科）

指導教員：新井 剛 教授（材料工学科）指導教員：下条 雅幸 教授（材料工学科） 指導教員：古屋 浩 教授 （建築学科）

指導教員：松日楽 信人 教授
（機械機能工学科）

指導教員：森野 博章 准教授
（情報通信工学科）

指導教員：森野 博章 准教授（情報通信工学科）

指導教員：須原 義智 教授（生命科学科）

指導教員：長谷川 忠大 教授（電気工学科）

学会受賞レポート
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※学年・職位・指導教員は受賞時のものです。 ※本誌掲載順はWebサイトでの掲載順です。
研究やその他の活動において顕著な活躍をした芝浦工大関係者を紹介します。

PICK UPPICK UP
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芝浦工業大学や附属校・併設校の
さまざまな取り組みを紹介します。

2018年度 入学試験志願者数報告
学部、大学院および附属校・併設校の入学試験結果を報告します。

■ 芝浦工業大学　学部 ■ 芝浦工業大学　大学院

■ 芝浦工大附属中学高等学校

■ 芝浦工大柏中学高等学校

芝
浦
工
業
大
学

工学部 募集 志願者数 前年志願者数 対前年比

機械工学科 97 3,867 3,745 103%

機械機能工学科 97 2,168 2,229 97%

材料工学科 92 2,153 1,595 135%

応用化学科 92 2,477 2,304 108%

電気工学科 92 2,140 1,890 113%

電子工学科 92 1,975 1,577 125%

情報通信工学科 92 2,397 1,129 212%

情報工学科 97 3,611 3,487 104%

土木工学科 社会基盤コース 70 1,526 1,171 130%

土木工学科
社会システムデザインコース 20 528 429 123%

工学部　計 841 22,842 19,556 117%

システム理工学部 募集 志願者数 前年志願者数 対前年比

電子情報システム学科 93 2,294 2,256 102%

機械制御システム学科 71 1,413 1,217 116%

環境システム学科 76 1,435 1,690 85%

生命科学科 生命科学コース 47 1,081 1,178 92%

生命科学科 生命医工学コース 46 952 904 105%

数理科学科 58 1,110 1,070 104%

システム理工学部　計 391 8,285 8,315 100%

デザイン工学部 募集 志願者数 前年志願者数 対前年比

デザイン工学科
（生産・プロダクトデザイン系） 72 1,761 1,612 109%

デザイン工学科
（ロボティクス・情報デザイン系） 72 1,534 1,158 132%

デザイン工学部　計 144 3,295 2,770 119%

建築学部 募集 志願者数 前年志願者数 対前年比

建築学科 APコース
（先進的プロジェクトデザインコース） 20 923 795 116%

建築学科 SAコース
（空間・建築デザインコース） 81 3,616 4,149 87%

建築学科 UAコース
（都市・建築デザインコース） 81 2,773 3,013 92%

建築学部　計 182 7,312 7,957 92%

合計 1,558 41,734 38,598 108%

理工学研究科修士課程 専攻定員 志願者数

電気電子情報工学専攻 100 130

材料工学専攻 30 39

応用化学専攻 20 47

機械工学専攻 65 88

建設工学専攻 90 165

システム理工学専攻 50 96

国際理工学専攻 10 4

修士課程　小計 365 569

理工学研究科博士（後期）課程 専攻定員 志願者数

地域環境システム専攻 10 5

機能制御システム専攻 8 12

博士課程　小計 18 17

大学院　合計 383 586

募集 志願者数

中学校 160 1,321

高等学校 50 132

募集 志願者数

中学校 180 2,208

高等学校 50 1,079

　2018 年度学部一般入試では、「大都市にある大学
の志願者増加、上位大学の定員厳格化による中規模
大学の志願者増加、AI や IOTへの関心の高まりによ
る情報系人気」等全国的な受験生の志願動向もあり、
本学の志願者は昨年から 3,136 人増え 41,734人（対
前年比 108％）でした。特に情報通信工学科（2018
年 4 月に通信工学科から情報通信工学科に名称変
更）は、前期日程において昨年から大幅に志願者を
増やし、923 人（対前年比 233%）の志願者数でし
た。また、英語資格・検定試験利用方式での志願者
も1,473 人（対前年比 153％）と大幅に増加しました。

※志願者数は一般入試の人数です。

　

大
宮
キ
ャ
ン
パ

ス
2
号
館
1
階

に
、
国
立
科
学
博

物
館
よ
り
未
来
技

術
遺
産
登
録
さ
れ

た
「
全
電
子
式
時 

分
割
形
交
換
機

A
O-

1
」
や
、
C
V
T
動
作
モ
デ
ル
、
エ
ン
ジ
ン
の
分

解
模
型
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
業
製
品
の
モ
デ
ル
を
展

示
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。
各
時
代
に
最
先
端

と
し
て
活
躍
し
た
技
術
を
間

近
で
見
て
そ
の
構
造
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生

だ
け
で
な
く
、
来
校
者
も
自

由
に
見
学
が
可
能
で
す
。

　

3
月
10
日
・
11
日
、学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
団
体

「ShibaLab

」は
、レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
の
池
尻
セ
レ
ク

ト
ハ
ウ
ス
（
和
光
建
物
株
式
会
社
）で
「FU

TU
RE 

H
O

U
SE PRO

JEC
T

」を
開
催
し
ま
し
た
。「
未
来
の

お
う
ち
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
、室
内
で
楽
し
め
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
、

I
o
T
な
ど
を
駆
使
し
た
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
な
ど
、展
示
や

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
実
施
。子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
も

の
づ
く
り
に
つい
て
学
び
ま
し
た
。

　

T
I
S
株
式
会
社
ほ
か
3
社
と
の
共
催
で
「Shibaura Business M

odel Com
petition

」

を
開
催
し
、
3
月
11
日
に
最
終
審
査
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
で
未
解
決
の

問
題
な
ど
に
関
し
て
技
術
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
競
い
合
う
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
今

回
が
2
回
目
の
開
催
で
す
。

　
「
学
生
部
門
」
で
は
全
16
組
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
中
か
ら
7
組
が
そ
れ
ぞ
れ
学
生
賞
を
、「
一
般
部
門
」

で
は
全
33
組
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
中
か
ら
「
健
康
寿
命
増
進
の
た
め
の
、
筋
力
測
定
シ
ス
テ
ム
リ
ー
ス

事
業
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
に
、
歩
行
能
力
測
定
シ
ス
テ

ム
の
リ
ー
ス
事
業
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
22
日
、芝
浦
工
業
大
学
の
有
志
学
生
団
体
グ
ロ
ー

バ
ル
ソ
ー
ラ
ン
節
ダ
ン
サ
ー
ズ
が
、「
東
京
２
０
２
０
ラ
イ
ブ

サ
イ
ト 

in 

２
０
１
８
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
の
盛
り
上
げ

に
向
け
て
公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
と
東
京
都
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
都
立
シ

ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
公
園

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

に
て
、
日
本
人
学
生
8
人

と
留
学
生
3
人
の
総
勢
11

人
の
学
生
が
熱
く
ソ
ー
ラ
ン

節
を
踊
り
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ソ
ー
ラ
ン
節
ダ
ン
サ
ー
ズ
が

「
東
京
２
０
２
０
ラ
イ
ブ
サ
イ
ト 

in 

２
０
１
８
」 に
出
場

日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
熱
く
ソ
ー
ラ
ン
節
を
踊
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
Io
T
を

駆
使
し
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
学
生
団
体
が

レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
1
棟
で
開
催

学
生
が
企
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン
ま
で
す
べ
て
手
が
け
る

　

３
月
28
日
に
イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育
専
門
週
刊
誌

『Tim
es H

igher Education

（THE

）』
が
発
表
し

た TH
E Japan U

niversity Rankings 2018 

に
おい

て
、芝
浦
工
業
大
学
が
「
48
位
」
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

昨
年
発
表
さ
れ
た
同
ラ
ン
キ
ン
グ 

で
は
「
58
位
」
で
し

た
が
、
今
回
「
国
際
性
」
評
価
が
大
き
く
向
上
し
、
大

幅
な
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も「
世

界
に
学
び
、
世
界
に
貢
献
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材

の
育
成
」
を
教
育
理
念
と
し
、
教
育
の
質
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

THE Japan University Rankings 2018 

で

48
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
評
価
に

「
未
来
技
術
遺
産
」な
ど
の

展
示
ス
ペ
ー
ス
が
完
成

各
時
代
の
レ
ガ
シ
ー
か
ら
技
術
の
あ
り
方
を
学
ぶ

第
2
回「Shibaura Business M

odel Com
petition

」

最
終
審
査
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

技
術
を
活
用
し
た
斬
新
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
案
に
、称
賛
と
支
援
の
声
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芝浦工業大学や附属校・併設校の
さまざまな取り組みを紹介します。

　

2
月
16
～
18
日
に
行
わ
れ
た
「
第
4

回
ア
ジ
ア
ジ
ュニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選

手
権
大
会 

日
本
代
表
選
考
会
」
に
お
い

て
、
高
校
1
年
で
体
操
部
所
属
の
有
松

大
地
さ
ん
が
4
位
入
賞
を
果
た
し
、
5

月
18
～
20
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マニ
ラ
で
行

わ
れ
る
ア
ジ
ア
ジ
ュニ
ア
選
手
権
へ
日
本
代

表
（
男
女
各
4
人
）
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
ジ
ュニ
ア

選
手
権
は
4
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
お

り
、
上
位
2
カ
国
か
ら
1
人
ず
つ
が
ユ
ー

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
世
界
大
会
）
に
出
場

　

文
部
科
学
省
よ
り
平
成
30
年
度
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下

S
S
H
）
の
研
究
開
発
校
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
研
究
開
発
課
題
は
、「
創
造

性
豊
か
に
個
性
を
発
揮
し
、
将
来
社
会

で
活
躍
す
る
科
学
技
術
人
材
を
効
果
的

に
育
成
す
る
研
究
開
発
」
で
す
。

　

平
成
16
年
～
20
年
の
第
１
期
Ｓ
Ｓ
Ｈ

指
定
時
か
ら
継
続
、
発
展
さ
せ
て
き
た

取
り
組
み
を
も
と
に
、
今
回
は
、
以
下

の
よ
う
に
生
徒
に
身
に
つ
け
る
力
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　
〝
自
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、独
創
的

な
実
験
方
法
を
開
拓
し
（C

reative

）、

で
き
ま
す
。

　

有
松
さ
ん
は
小
学
1
年
生
の
時
、
自

宅
近
く
に
あ
っ
た
体
操
ク
ラ
ブ
の
体
験
会

に
参
加
し
、
そ
こ
で
世
界
選
手
権
大
会

出
場
者
の
模
範
演
技
に
魅
了
さ
れ
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小

学
４
年
生
か
ら
は
体
操
ク
ラ
ブ
の
育
成

コ
ー
ス
に
進
み
、
全
国
大
会
で
個
人
7
位

お
よ
び
団
体
優
勝
を
果
た
す
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
体
操
ク
ラ
ブ
の
選
手

コ
ー
ス
で
週
6
回
3
時
間
程
度
の
練
習

を
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
初
め
て
海
外
で
の
試
合
に
出

場
す
る
有
松
さ
ん
。「
日
本
代
表
選
考

会
で
は
、
調
子
が
良
く
納
得
の
で
き
る

演
技
が
で
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
は

10
本
の
技
で
競
い
ま
す
が
、
1
本
目
で
得

意
技
の
ト
リ
フ
ィ
ス
（
3
回
中
半
分
ひ
ね

り
）を
上
手
く
飛
ぶ
こ
と
で
流
れ
に
乗
り
、

将
来
の
目
標
で
あ
る
、
世
界
選
手
権
大

会
出
場
に
近
づ
き
た
い
で
す
」
と
、
今
後

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、粘
り
強

く
取
り
組
み
（Studious
）、そ
の
成
果

を
熱
意
持
っ
て
積
極
的
に
発
信
し
て
い

く
（C

om
m

unicative

）生
徒
を
育
成

す
る
。〟

　

中
高
一
貫
の
理
数
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
、
課
題
研
究
特
設
授
業
の
深
化
、

そ
の
評
価
法
と
指
導
法
の
研
究
、
芝
浦

工
業
大
学
や
他
大
学
、
研
究
所
等
と
の

外
部
諸
機
関
と
連
携
し
た
特
別
講
座
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
、
幅
広
い

視
野
を
も
っ
て
自
ら
の
未
来
像
を
構
築

し
、
育
て
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
留
学
生
と
の
交
流
の
機
会

を
設
け
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
国

際
性
の
育
成
に
も
努
め
ま
す
。

※
S
S
H･･･

高
等
学
校
等
に
お
い
て
、
先
進
的
な

理
数
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
大
接
続
の
在

り
方
に
つい
て
大
学
と
の
共
同
研
究
や
、
国
際
性
を
育

む
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
創
造
性
、

独
創
性
を
高
め
る
指
導
方
法
、
教
材
の
開
発
等
の
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

芝
浦
工
大
附
属
中
学
高
等
学
校

芝
浦
工
大
柏
中
学
高
等
学
校

日
本
代
表
と
し
て
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の

ア
ジ
ア
大
会
に
出
場
決
定

平
成
30
年
度
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
研
究
開
発
校
に
指
定

2017年度 活躍した課外活動団体
Formula Racing

男子バスケットボール部

サッカー部

ソフトテニス部

剣道部

硬式庭球部

S.R.D.C.

ラグビー部

場助っ人

陸上競技部

「就活フェア in 豊洲」を開催
　2 月 15 日、学生の就職活動を支援するため「就活フェア in
豊洲」を開催、企業役員 OB も参加し実践的な講座が行われま
した。

矢澤健太さん（陸上競技部）が SIT 賞特別賞を受賞
　3 月 12 日、陸上競技部・矢澤健太さん（土木工学科卒業）が、
箱根駅伝に本学史上初めて出場し学生・教職員に勇気を与える
と同時に本学のブランド力向上に大きく貢献した功績により、村
上雅人学長より SIT 特別賞を受賞しました。

教育職員免許状交付式を実施
　３月１４日、工学部から３０人、システム理工学部から４１人、
デザイン工学部から２人、大学院から３人の合計７６人に教育職
員免許状が交付されました。

「産学官連携研究交流会」＆ 
「第 4 回 COC 学生成果報告会」を開催
　3 月 19 日、企業を中心としたさまざまな方に研究室を直接見
てもらい、産学官連携の活性化を目指す「産学官連携研究交流
会」と、2017 年度に学生が多くの自治体や企業、団体ととも
に取り組んだ 18 プロジェクトの状況報告をする「第 4 回 COC
学生成果報告会」が大宮キャンパスで開催されました。

研究や勉強に加え、芝浦工
大生の 3 人に 2 人は何らか
のクラブ・サークルに所属し
活動をしています。2017 年
度の活動を振り返り、さまざ
まな分野で顕著に活躍した 8
団体と13 人の学生へ「2017
年度 課外活動奨励金」が顕
彰されました。

■ 第15回全国学生フォーミュラ大会
　 準優勝

■ 関東理工系トーナメント 優勝
■ 関東大学バスケットボールリーグ 

 4部Aブロック 2位

■ TRAUM CHALLENGE FESTA 
　 2017 in SUMMER 3位
■ 新関東理工系リーグ 3位
■ 埼玉県リーグ1部 8位、
  フェアプレー賞（1部残留）

■ 関東学生春季リーグ（女子）10部  
　 優勝、9部昇格 
■ 関東学生秋季リーグ（男子）6部 優勝

【個人の部】 
● 佐々木 駿さん ● 慶留間 鴻さん 
● 髙築 治憲さん ● 石橋 晃さん 
● 丹治 英莉花さん ● 辻 恵梨さん

【個人の部】
● 青木 紗希さん

■ 関東理工科大学連盟（男子団体） 
　 3部 優勝、2部昇格

【個人の部】
● 柿沼 拓実さん ● 川口 敦大さん 
● 福島 逸斗さん

■ 第31回ROBO-ONE 優勝 
■ KHK杯2017 準優勝

【個人の部】 
● 秋澤 寛明さん ● 入倉 弘明さん

■ 全国地区対抗大学ラグビー 
 関東1区1部 5位

■ 大宮キャンパス内ペットボトル　
　 キャップ回収リサイクル
■ 大宮祭「松ぼっくりツリー」作製
■ さいたま市「みどりの祭典」にて
　 松ぼっくり工作体験
■ 東日本大震災復興ボランティア 
　 活動（宮城県南三陸町）

【個人の部】
● 矢澤 健太さん

その他ニュース、詳細については芝浦工業大学 Web サイトをご覧ください。  http://www.shibaura-it.ac.jp/

PICK UP!

有松大地さん（附属高校 1 年）
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  社 会 で 活 躍 す る 卒 業 生   

企業経験を活かして実社会のシステム開発を学
生に教育し、研究室から多くの学生を輩出され
ました。また学科主任なども歴任され、学科運
営にも尽力されました。

システム工学部（現システム理工学部）開設初年度
の就任以来、自身の研究、学生の教育、学部の運
営に尽力し、2009 年から6 年間システム理工学部長、
2012 年から今年 3月まで理事も務めてこられました。

数理科学科開設初年度に本学に着任されました。
江上教授がクラス担任をされた 3 期生は就職
100％を達成するなど、学科の運営に尽力されて
こられました。

建築材料、部材、仕上げ材料の研究で数多くの
論文を発表され、数々の賞を受賞。また学会活動
でも重要な役割を果たし、本分野における第一人
者として研究活動をされてこられました。

長年にわたって学校のために尽力され、広報部長、
法人の評議員などの役職も歴任。大和田教諭とと
もに、その人柄から、いまでも卒業生が教諭に会
いに来るなど、生徒から大変愛された先生でした。

国語科の教員として 31 年間、教壇で活躍されてこ
られました。漢文を専門とし、論文も発表されるな
ど深い学識を持っておられました。穏やかな人柄
から生徒からの信頼も厚く、愛された先生でした。

工学部の「共通学群」組織の立ち上げに尽力し、
評議員を経て 2012 年に財務担当理事に就任、常
務理事として 3 月まで務められ、本法人の発展
に大きく寄与されました

本学では 2 年間工学マネジメント研究科特任教授
を務め、その後環境システム学科に移籍。建設マ
ネジメントやシステム工学に関する書籍、教科書も
執筆されるなど、旺盛な教育研究を行ってきました。

生命科学科開設初年度に本学教授に就任。医用
生体工学を専門とし、企業との連携も積極的に
関わるなど、本学における新たな研究分野を切
り拓いてこられました。

デザイン工学科設立時に入職し、以来、マイク
ロ生産技術において企業と連携してものづくり
の新分野を切り拓いてこられました。

当時池袋にあった芝浦工業大学高等学校の時代
から勤務され、学校の発展に大きく寄与されて
きました。生徒から愛され、多くの卒業生を輩
出し、卒業生にとっての拠り所となっていました。

柏高校の黎明期から学校を支え、厳しくも愛情のあ
る指導は生徒から人気がありました。自身はアブラム
シの研究で専門書を執筆するなど、研究者としても活
躍。常に現場で生徒の教育にあたっておられました。

新津 善弘 教授

長年の功績に感謝を込めて
2 0 1 7 年度定年等退職者

三浦 昌生 教授

江上 繁樹 教授

本 橋 健司 教授

春日 恒男 教諭

高杉 峯樹 教諭

横田 壽 教授

池田 將明 教授

柴田 政廣 教授

相澤 龍彦 教授

大和田 尚司 教諭

松本 嘉幸 教諭

システム理工学部　電子情報システム学科
2003年入職

2017 年度末をもって 12 人の先生方が学校法人芝浦工業大学を定年等退職されました。
長年にわたり本学での教育研究、そして本学の運営に尽力された先生方の功績に感謝を込めて、ご紹介します。

システム理工学部　環境システム学科
1991年入職　理事

システム理工学部　数理科学科
2009年入職

建築学部　建築学科
2009年入職

芝浦工業大学附属中学高等学校
1983年入職

芝浦工業大学柏中学高等学校
1987年入職

工学部　共通学群　数学科目
2006年入職　常務理事

システム理工学部　環境システム学科
2007年入職

システム理工学部　生命科学科
2008年入職

デザイン工学部　デザイン工学科
2009年入職

芝浦工業大学附属中学高等学校
1975年入職

芝浦工業大学柏中学高等学校
1983年入職
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1
年
生
の
夏
に
、
た
ま
た
ま
チ
ラ
シ
を
見

か
け
て
参
加
し
た
N
G
O
主
催
の
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
で
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
学
生
時
代
は
春
休
み
や
夏

休
み
を
利
用
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
へ
行
き
ま
し

た
。
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
ア
フ
リ

カ
の
国
と
し
て
初
め
て
訪
れ
た
タ
ン
ザ
ニ
ア

で
す
。
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
麓
の
村
で
植
林
を
行
い
、

ま
た
そ
の
後
の
旅
で
は
ア
フ
リ
カ
の
雄
大
な

自
然
、
活
気
あ
る
人
々
に
触
れ
て
強
烈
な
思

い
出
が
残
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
ア

フ
リ
カ
で
の
仕
事
、
環
境
問
題
、〝
持
続
可
能

な
開
発
〟
な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
漠
然
と
で

す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
関
わ
れ
る
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
3
年
生
の
進
路
指
導
の
際
、
菅
和
利
先
生

（
現
名
誉
教
授
）
の
助
言
で
、
J
I
C
A
や

建
設
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
な
ど
〝
国
際

協
力
〟
と
い
う
業
界
を
知
り
ま
し
た
。
配
属

研
究
室
の
教
授
で
も
あ
っ
た
守
田
優
先
生
に

も
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
は
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
大
学
院
に

行
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
進
学
し
ま
し
た
。
学
生
を
2
年

長
く
続
け
れ
ば
さ
ら
に
海
外
に
行
く
チ
ャ
ン

ス
も
増
え
ま
す
し
（
笑
）。

　
大
学
院
で
は
、
相
模
湖
の
ア
オ
コ
の
抑
制

法
に
つ
い
て
研
究
。
最
終
的
に
は
J
I
C
A

に
就
職
し
、
東
京
本
部
で
地
球
環
境
部
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
カ
月
半
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
海
外

O
J
T
、J
I
C
A
九
州
で
の
勤
務
を
経
て
、

エ
チ
オ
ピ
ア
事
務
所
に
赴
任
。
現
在
は
農
業・

自
然
管
理
分
野
に
配
属
さ
れ
、
住
民
参
加
型

の
森
林
保
全
や
、
自
然
資
源
管
理
の
農
民
へ

の
普
及
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
高
地
か
ら
砂
漠
ま
で
、
エ

チ
オ
ピ
ア
は
自
然
環
境
が
多
様
で
、
そ
こ
で

行
わ
れ
る
農
業
や
人
々
の
生
活
も
ま
っ
た
く

違
う
形
態
で
す
。
こ
こ
で
仕
事
が
で
き
る
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
何
か
原
点
の
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
学
生
の
頃

か
ら
憧
れ
て
い
た
ア
フ
リ
カ
の
地
で
、
持
続

可
能
な
開
発
と
い
う
ま
さ
に
自
分
の
や
り
た

か
っ
た
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
自

然
を
相
手
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
で

き
る
、
と
い
う
こ
と
に
す
ご
く
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て

17
カ
国
を
旅
し
た
学
生
時
代

先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
、

J
I
C
A
と
い
う
選
択

自
分
の
“
原
点
” 

エ
チ
オ
ピ
ア
で

持
続
可
能
な
開
発
を

国際協力機構（JICA）エチオピア事務所で
自分の“原点”と感じる

自然環境プロジェクトに取り組む中村 元哉さん 国際協力機構（JICA）エチオピア事務所

2009 年土木工学科卒業　高校まではサッカーに打ち込んでいて、
海外に行ったことは無かったという。ポジションはディフェンダー。

エチオピアで担当案件の自
然資源管理普及のための「農
民学校」を卒業した農民と

大学 3 年生、初めて訪れた
アフリカの国タンザニアにて
地元の元気な子どもたちと

九州センターでは研修事業
を担当。出張でトンガの帰
国研修員のもとを訪問




